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高校生が防災を「自分事」に 

あつぎ 3Ｄデジタルマップで講義 

 高校生に防災を「自分事」として捉えてもらう機会を提供するため、市職員

が県立有馬高校の 1 年生に「あつぎ３Ｄデジタルマップ」を使った講義やグル

ープワークを実施します。 

 

１ 日時 

    ９月 24 日（木） 13 時 50 分～15 時 50 分 

 

２ 場所 

    県立有馬高校・１年５組教室（海老名市社家 5-27-1） 

 

３ 概要 

同校１年の生徒のうち 31 人が、ハザードマップを立体的に表した「あつ

ぎ３Ｄデジタルマップ」の利用方法や都市防災を学びます。グループワーク

では、生徒たちがデジタルマップを操作し、熊本地震や千葉豪雨などの実例

を交えながら地域が抱える災害リスクを議論します。 

 

４ ＰＲしたい内容、事業のポイント、前回との違いなど 

 ・持続可能な開発目標（ＳＤＧs）の「住み続けられるまちづくりを」の理念

を踏まえ、市ではデジタル技術を活用した災害に強いまちづくりを推進。

被害想定が直感的に分かるデジタルマップを作成し、気軽に活用してもら

うための研修会を各地で開催しています。 

・同校での講義は、2023 年に始まり今回で３回目となります。デジタルマッ

プの活用や講義を通じ、生徒たちが「住み続けられるまちづくり」に必要

な視点や知識を育むことを期待しています。 
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